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おわりに

はじめに

筆者は服飾史を従来 とは異なる角度か ら眺めようと試みている。その視点を日本で100年 以

上の歴史をもっ細工人形から得ることができると考 えている。 ここにはい くつかの論点が含ま

れる。服飾史研究は常 にヒ トが着用するものに主眼を置いている。また,フ ァッション業界は

ヒトが身 につけるものに関心を示し,他 のモノに興味を持っことは非常 に少ない。 ヒトが存在

して初めてファッションが成立するのだか ら対象をヒ トの着衣にしぼるのは当然である。しか

し筆者 はあえて,ヒ ト以外のモノが身につけている素材に着 目しようと考えた。

具体的にいえば,人 形の身にっけているものの分析を行 う。ヒ トガタ と言われる人形は,ヒ

トが作 り上げたものである。人形の身につけているものも,ヒ トが着衣 を創造する営みのなか

に含 まれる。 この広い視点から検討を行 う。

次 に,筆 者のとりあげた人形は等身大の ものである。服飾史を再検討するために,ひ とたび

視点 をヒ トから離し人形へ と目を向けるのであるが,小 さな人形,た とえば銀杏細工のような

民芸玩具などの人形は考慮していない。小 さな人形のなかに新たなファッションを生み出すわ

ずかなヒントがないとはいえないが,等 身大人形へめ注意は,作 業領域を限定する必要からの

み求められるのではない。 ヒトと同じ大 きさの人形の衣裳を製作する人たちは,ヒ トの衣服か

ら離れて人形に特有の衣裳を考 えているが,そ のいっぽうで,等 身大であるというまさにその
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ことによって,そ れが ヒトにも適応できる可能性 を含 んでいるのである。

さらに,筆 者が本稿でとりあげる細工人形が身につけてらるものは,ヒ トが身につけている

素材 とかけ離れているという点があげられる。 もっとも等身大の人形であって も,ヒ トが身 に

つけている衣裳 をまとっているのでは,フ ァッシ ョンの創造力 を刺激 しないだろう。た とえば,

百貨店などに飾 られているマネキンが身につけている衣裳はそのままヒトの衣裳であ り,ヒ ト

の代わ り・に人形が衣裳を着ているだけで,新 たなヒントが与えられるわけではない。細工人形

の製作者たちは,自 分たち 「ヒト」の衣裳一繊維製品である場合が多い一を参考にしなが らも

独特の素材 を用いて人形を作 り上げる。 ヒトに着せ るためにではな く,人 形 を飾るための独特

の衣裳を考案 し製作する。細工人形の素材 はヒ トの衣裳ではないからこそ独特であり,素 材に

奇抜性がある。そうであるか らこそ,細 工人形の素材がファッションの創造力を刺激する可能

性をもっ。

等身大であ りながら,通 常はヒトが身にっけていない素材で作 られた服を着る人形。 それ ら

は,服 飾史研究において全 く省み られていない。移 り変わる装いの世界 において,「着 る」 こ

との意味や 「衣裳」 とい う存在のあり方を映す鏡であるにもかかわらず,こ れ らの人形が注 目

されたことはかつてなかった。

細工人形 を調査 し,細 工人形に独特の性質をあげることによって,細 工人形の衣裳 とヒ トの

衣裳が実は類似する存在であるということを示したい。一見,全 く異なる存在であると思われ

ているが,実 はファッションの創造力を刺激することが細工人形 には可能なのである。 この作

業をつうじて,ヒ トの着衣中心のファッション観か ら排除されてきた周辺領域の状況に目を向

けるきっかけが うまれ,さ らに細工人形の衣裳 として用い られた素材を紹介することにより,

今後の服飾意匠を創造する人たちにヒン トを提供できればと考 える。

筆者がこれまで知 りえた細工人形は,一 式飾 り・せ ともの人形 ・菊人形 ・吉浜細工人形であ

る。いずれ も100年 以上の歴史をもっ日本独特の細工人形である。一式飾 りは野菜なら野菜の

み,竹 なら竹のみを用いるという条件の下に作 られる。せ ともの人形はせ とものを衣裳 とし,

菊人形 は菊,吉 浜細工人形は貝殻や木の実など身の回 りにある 「資材」が人形作 りに用 いられ

る。

1.そ れぞれの細工人形 について

(1)一 式飾 り(造 り物 ・見立て細工 ・つ くりもん)

ある限定 を設け,そ の条件の範囲内で造形する。 これが一式飾 りのルールである。主に西日

本に分布 し,地 域によって 「見立て細工」・「っ くりもん」など呼称は変わるが,ほ ぼ同様のも

のである。例 えばここに竹製品一式の人形がある 〔図1〕 。竹製品だけを用い るという条件が
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あ り,こ の人形は竹製品(ざ るやかごな ど)だ けを用いて作っている。材料 と完成品は本来の

素材や質感 と全 く異なるため,遠 くから眺めると,人 形であることはわかっても素材 まではわ

からない。近 よって初めて竹製品であることがわかる。通常,人 々は等身大の人形が竹製品で

作 られているとは考えていない。意表 をつ く素材で作るところに一式飾 りの醍醐味がある。一

式飾 りというのは,限 定の中で どれだけ造形 を工夫するか とい うことと共に,一 式の材料 と作

ろうとするものの素材の落差の妙を競 うものである。 また,展 示が終わると,材 料 は元の役割

に戻 さなければならないという約束 もある。 したがって,竹 製品を切 った り,削 った りしては

ならない(ざ るはざるとして解体後 も利用が可能でな くてはならない)。材料をそのまま用い

なければならないのである。だか らこそ造形に様々な工夫が凝 らされるともいえる。

次の図は陶器一式の 「国引き」である 〔図②〕。近寄れば国引き神話 の場面を表わした陶器

であることがわかる。注意深 く見ると,蛙 の置物が うまい具合いに 「手」になっている。蛙の

腹が掌になり,蛙 の背はごつごつ した手の甲を表 している。綱は蓮華がつなげられている。陶

器 という限定があるため,箸 やフォークは使 えない。 また,衣 裳 も皿の裏側を用いるという,

普段 は関心が向けられない部分が用いられ工夫されている。

同じ 「国引き」で も,漆 器一式 となるとまた違った雰囲気である 〔図③〕。足はほぼ同 じ大

きさのお椀の裏 を使用 し,重 ねられている。綱の部分は箸 を束ねた ものを用いている。

これらの一式飾 りは,一 地域で呼ばれているように 「見立て細工」である。見立てといって

も様々な意味があるが,こ の見立ては 「あるものを全 く別のあるものにみなす」 というもので

ある1)。蛙の置物 を 「手」に見立てた り,椀 を重ねて 「足」になぞ らえる。こういった見立て

は日本では古 くか ら伝えられている。例 えば京都北野天満宮のずいき祭 に'も見 られる。

ずいき祭は京都北野天満宮で平安時代か ら行われている秋の祭礼である。神輿は普通なら木

でできているわけだが,こ の祭では,ず いきで屋根が葺かれ,五 穀や野菜などでっ くられてい

る。神輿 の大体の骨組みは木でつ くられているが,表 面 にあらわれる神社は麦藁細工でで きて

いる。そのほかの部分 はすべて自然の産物,み かん,唐 芥子,葱 などでつ くられている 〔図

④〕。ずい き祭が一式飾 りの起源であるとまでは言えないが,す でに平安時代から一式飾 りの

行為 は生 まれていたのだ といえる2)。

ずいき祭の神輿のように,野 菜 を用いた一式の人形 もあ る.〔図⑤〕。つくりもんまつ りとい

う行事の中では,ま つ りに飾 られ る造形はすべて野菜で作 らなければならない。展示されてい

る造形すべてが野菜一式である。図では頭は南瓜,袴 は白菜,手 は薩摩芋などである。生 もの

を素材 としているために,上 記の一式飾 りのように旧に復する必要がない。 したがって,白 菜

はばらして使用することも可能である3)。しかし着色 した り細か く刻んだ りしてはいけない。

野菜の原形はとどめておかなければならない。まつりの後には野菜 として食べ られる。
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(2)せ ともの人形

一式飾 りとせともの人形の違いは,人 形の頭や手足に,人 形師の作る人形部品を用いている

ということである。人形師の作 る人形部品は,素 材 は木であるが,ヒ トの頭や手足 と同じよう

に彫 られてお り,見 る人にはその部分 を見るだ けで,そ れが ヒトを表わしているのだとい うこ

とがわかる。一式飾 りにも陶器一式があったが,せ ともの人形は,頭 や手足は人形師の助 けを

借 りている 〔図⑥〕。つまりせ ともの人形では衣裳の部分だけがせ とものとなっている。

陶器一式 と同様 に,せ ともの人形の材料 も手 を加 えてはいけない。割 った り,削 った りして

はいけないのである。 このせ ともの人形はせ ともの町筋で作 られる。 したがって,同 じ大 きさ

の皿や箸置 きをた くさん用意することがで きる。一式飾 りと異なり,蛙 の置物で手を表す とい

った必要はなく,衣 裳の部分のみに工夫が凝 らされ る。小皿を何枚 も重ねて衣裳 に仕上げるの

が一般的である。 したがって,柄 も大 きな柄な ら作 ることが可能である。 また,皿 の裏を使 う

ことはな く,皿 の表の柄を衣裳の柄にする。せ ともの人形は,せ とものを売 る際の客引きの意

味 も担 っており,皿 の表の柄 を人々に見せることが客を呼ぶ要素 となっている。毎年の趣 向は

ほぼ一定 しており,小 皿を重ねて,着 物 を表わ し,手 塩皿など細い陶器 をつなげて帯 にすると

いう形 もほとんど毎年同じである4)。

(3)菊 人形

菊人形 もせ ともの人形 と同様 に,人 形の頭 と手足は専門の人形師が作 り,衣 裳の部分だけが

菊である。衣裳の素材 としては生 きた植物である 「菊」がっけられる 〔図⑦〕。菊人形では花

の小 さな小菊,特 に 「人形菊」 と呼ばれる種が栽培 される。一式飾 りやせ ともの人形には展示

が終われば旧に復 するという約束があったが,菊 人形ではその人形の製作のためだけに特別に

菊が栽培 される。そして人形菊は展示が終わると焼却 される。

せ ともの人形 と比較すると,菊 人形の衣裳の材料は一つ一つが非常に小さい。せ ともの人形

の衣裳の材料である小皿(直 径10セ ンチ ぐらい)の 約5分 の1程 度の大 きさの菊(花 の直径2

センチ ぐらい)が 衣裳全体に挿 しこまれる。せとものの皿ほど色 は豊富でないにせ よ,菊 のも

っ様々な色 によって,せ ともの人形より細かい柄を作 ることが可能である5)。

(4)吉 浜細工人形

吉浜細工人形 も人形の頭 と手足 は人形師が作る。吉浜細工人形は衣裳の部分に農山漁村の ど

こにでもある身近 なもの(「 資材」 と呼ばれる)が 用い られている。貝や竹,す す きの穂や松

の実な どである 〔図⑧〕。先の一式飾 りとは異な り,資 材 には手を加 えてもよい。切 った り,

貼ったり,色 をつけた りすることも可能である。 したがって,衣 裳の模様の細かい ところまで

表す ことができる。

この人形は一見 した とこ.ろ,衣 裳の素材が容易 にわか らない。素 材に手が加えられているか
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らである。 もちろん,通 常の衣裳の素材 とは全 く異なるものが用いられているため,そ の人形

を見て,素 材を想像するところに面白味がある。一式飾 りのようには,一 見 して素材がわから

ないのがこの人形の特色であろう6)。

2.分 析

そもそも,筆 者の関心 は,こ れらの細工人形が人々の目にどのように映 るか ということに始

まっている。ヒトの着衣か らはほど遠いものであるにもかかわらず,見 る者は菊でで きた 「物

体」を和服 を着ている人の姿で あると,い とも簡単に判断することができる。ちょっ と見るだ

けではそれは椀や盆が無秩序に重ね合わされただけのようなものなのに,見 る者はそれが 「国

引き」を表 した ものであるとわかってしまう。そこにはどのような働 きがあるのだろうか。フ

ァッションショーにおいて も見 る者 は,何 をもってそのデザインを 「新 しい」 と感 じるのか。

また購買意欲をそそられるのか。デザイナーが 「適度 に斬新で適度に保守的なもの」 を念頭に

置いているとして,示 された者 はそれをどのように見るのか。 この点に留意 して以下 に分析を

試みる。

(1)仮 設性 と奇抜 さ

これらの細工人形 に共通 していえることが仮設性である。年に一度のイベン トであ り,そ の

イベン トが終われば人形は全て分解され跡形 もな くなってしまう。この条件が これらの細工人

形には常についてまわる。 この仮設性が上記の人形をより奇抜にしている。毎年同じ人形 を繰

り返 し作っていたのでは注 目を浴びない。特に一式飾 りの場合,先 に述べた ように,素 材 に手

を加えられないため,よ り奇抜な発想 こそが造形を作 る上での重要なキーになる。逆に,見 る

者にして も次 にどんな奇抜なものが現れようと,受 け手 として準備がで きている。

飛躍 を承知でいえば,フ ァッションの性質 に類似 している。 ファッシ ョンショーで毎年同 じ

ものを見せていたのでは,購 買意欲 を駆 り立てることはできない。人々の目を楽 しませること

ができないのである。年に数回 というファッションシ ョーの合間にいかに奇抜で斬新なデザイ

ンを創造するか ということが,デ ザイナーの使命 ということもできるだろう。

細工人形にして もファシ ョンショーにして も,「仮設」のイベ ン トであるがゆえに,鑑 賞者

にとっては 「短期間の消費対象」である。 この短期間に鑑賞者 は展示されるモノを受け止 め,

消化する。奇抜さはこの短い期間に消費されつ くし,幕 を閉 じるのだ ともいえる。

全 く関係がないように思える,日 本の古い細工人形 と世界の先端をい くファッション業界で

あるが,双 方 ともに 「見世物」 としての性質 を共有 しているのである。

(2)ズ ーム ・ア ップの視点

これらの人形を比較すると,素 材の用い方はそれぞれに異なっている。同じせ とものでも,
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せ ともの人形の衣裳では,皿 を重ね合わせて袴 を作る。手塩皿がつなげられて帯になる。小 さ

なものを集めて一つの大 きな造形を作る。一方の一式飾 りは,一 つの蛙の置物が 「手」になる。

また,一 つの壷が逆さになって顔になる。.つ まり一つのものをそのままある造形に見立てるの

である。一式飾 りにも椀を重ね合わせて足を作 るときがあり,こ の作 り方はせ ともの人形的で

あるといえる。概ね,せ ともの人形の皿が造形の 「点」でしかないのに対 し,一 方の一式飾 り

の皿は造形 の 「一部分」だということができる。

このように様々な人形,本 来の素材 とは異なるものを用いているものをいろいろ見てきたわ

けだが,こ れ らの人形か ら,ズ ーム ・アップ(寄 り)の 視点を引き出すことがで きる。

例 として鎧の垂れで考えてみよう。腰の部分を覆 う鎧の垂れは,一 式飾 りの漆器一式 になる

と長方形の一枚の盆が垂れに見立て られる。せ ともの人形であれば,そ の垂れは皿が数枚,お

そらく20数枚が重ね られて作 られるだろう。菊人形になれば,さ らに一つの菊花は皿の5分 の

1程 度の大 きさであるから,垂 れには100前 後の菊花が用い られる。吉浜細工人形にいたって

はい くらで も材料を切 ることができるため,も っと細かい無数の 「資材」で垂れが作 られる。

つまり,一 式飾 りはある素材をそのまま人形のある部分に用いる。せ ともの人形はある部分

がい くつか合わされて作 られる。菊人形はさらに小さな花が集 まって作 られ,吉 浜細工人形の

場合,菊 人形 よりもさらに小さな 「点」で衣裳が作 られる。そばに寄って よく見ないとどんな

素材で作 られているかがわか らない。見る者は,素 材 を判断する際,一 式飾 りよりもさらに近

寄ってせ ともの人形の皿 を確認 し,さ らに近寄 って菊 を,そ して吉浜細工人形の 「資材」を確

かめるのである。一式飾 りに対 し,他 の人形は,す でに頭と手足 という人形部品が用いられる

ことによって,見 る者にはすでにそれが人形であることがわかっている。 したがって,そ の人

形がせとものによっていかに精巧な衣裳を着せられているか ということに注目がい くのである。

つまり,細 工人形を楽 しむ際にズーム ・アップという作業が必要 となる。

(3)素 材の数

一式飾 りの方 は陶器一式であれば
,せ ともの人形 と同様の材料 しか用いることができない。

しか しせ ともの人形 と異な り,大 きなせ とものを 「顔」や 「手」などに見立てる。せ ともの人

形に比べて素材の種類は豊富である。

せ ともの人形のせ とものはだいたい小皿 と箸置きが用いられる。小 さな皿から造形を作 り上

げるため,大 きなせ とものは不向きである。そのため材料 にも限界がある。 どんなせ ともので

もいいとい うわけではない。多彩であるが,小 皿 は衣裳 を形成する上では 「点」であるため,

柄や大 きさがバ ラバラの皿 を使っていたのでは,衣 裳に見 えない。同じ大 きさの同 じ柄の皿を

用いなければならない。

菊人形は菊 という一っの素材で人形の衣裳を作 りあげる。もちろん菊1こは花の種類が あり,
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色 もある程度は豊富であるため,色 彩の上では多様性がある。小 ざな小菊を合わせて柄を作 る

ことも可能ではあるが,細 かな柄は作 ることができない。

吉浜細工人形は 「資材」を用いるため,素 材自体 には限界がありそうだが,そ れを切った り

削った り着色 した りすることがで きるため,か な り多 くの素材があるといえよう。これ らの資

材はあ くまで衣裳の部分のみに利用されるため,大 きな 「資材」をそのまま使 うことはできな

いが,手 を加えることで,素 材や色は非常に豊富である。

(4)ズ ーム ・アップと素材の数

「ズーム ・アップ」 と 「素材の数」 という二つの要素を合わせて考 えると,こ れまでにあげ

た細工人形をよ り詳細 に分類す ることがで きる7)。例 えば菊人形は見る人が近づかないと菊の

花の一つ一っが確認できない とい う点でズーム ・ア ップを必要 とし,ま た素材の数は菊花だけ

である。したがってこの人形 は 「ズーム ・アップの視点で見る,単 一の素材で作 られた人形」

となる。

これと対称的なものが,一 式飾 りである。部品が大 きいため,遠 くからで も素材 を確認する

ことがで き,多 くの部品が用い られている。つまり,「ズーム ・アップを必要 としない,多 様

な素材 を用いた人形」 ということができよう。

吉浜細工人形の場合,素 材が非常に小 さいため,ズ ーム ・ア ップが必要であり,ま た素材の

数 も多い。つまり 「ズーム ・アップの視点で見る,多 様な素材を用いた人形」であるといえる。

この分類方法をファッションの分野に応用で きないだろうか。例 えば,1986年 に東京のスパ

イラル ・ホール&ガ ーデンで発表された 「毛利の服」展では全身を黒いゴミ袋で覆 ったマネキ

ンがずらりと並んだが,そ のマネキンは素材がビニールだけの単一であ り1近 寄 らな くて も遠

くか らその素材を確認することがで きた。このマネキンを 厂ズーム ・アップを必要としない,

単一の素材で作 られた人形」 とすることができるのではないか 〔図⑨〕。

また,フ ランスのデザイナーであるパコ ・ラバンヌはプラスチックや金属 ・紙 ・アル ミニウ

ム ・セロテープなどを素材 とした奇抜な衣裳を作っている。1967年 春夏ものとして発表 した彼

の作品は鋼鉄製の鎧ルックだった 〔図⑩〕。ビキニの形状をしてお り,素 材は鋼鉄のみである。

光沢があり,遠 くか らも一見してその作品が鋼鉄でできているということはわかるが,部 品の

一つ一つは小 さく
,一 つずつを確認するためにはズーム ノアップを必要 とする。 したが ってこ

の作品は 「ズーム ・アップの視点で見 る,単 一の素材で作 られた作品」 ということができる8)。

3.細 工人形 とファッションの接点

以上,日 本に古 くか ら伝わっている等身大人形に用いられた繊維以外の素材を調べることに

より,〈仮設性 と奇抜さ〉・〈ズーム ・アップの視点〉・〈素材 の数〉 という,見 る側の要素が得
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られた。ファッションショーは恒久的なものではなく,一 時的イベントである。したがってイ

ベン トが行われるたびに意表 をっ く奇抜 なデザインで人々の目を引 こうと試みる。見世物 も

人々の目を引 くために,様 々な工夫が凝 らされる。現代の流行 と全 くかけ離れた見世物の世界

と 「仮設性」・「奇抜 さ」 という点で共通項 をもつ。見世物の長い歴史を直線 とすると,フ ァッ

ションショーはそのいちばん端 に位置する形態のひとつ とい える。

〈ズーム ・アップの視点〉・〈素材の数〉については,一 見すると,こ れらの着眼点 は自明の

理である。 しか し筆者があえて この点を指摘するのは,す でに記 したように,「見る者の側か

らみた」要素であるという点である。確かに,人 に魅力的に映 ることを予想してデザインは工

夫される。作る側や着用す る側の研究は数多 く存在するようである。 しかし,実 際にその衣裳

を着たヒトを,見 る人々はどのように認知しているのか。ファッションを与えられた,見 る側

の立場の分析 についてはこれまであまり行われていなかったのではないか。そのような意味で,

上記の着眼点 に留意す る必要があると考えている。

しかし,先 にあげたファッションの分野への応用は,未 来指向の素材 に対するものであり,

繊維以外の素材 を調査するということ自体,省 みられないことも多い。目を未来 に向けた時点

でその事自体が非現実的なものと考 えられても仕方のないことである。服飾史研究における新

たな視点を導入することを目的 としている以上,過 去の服飾 に対 しても適応できる視点でなけ

ればならないのは当然である。

① ヒ トの皮膚感覚の柔軟性

「昔の日本人は,木 綿 を用いぬとすれば麻布 よりほかに,肌 につけるものは持ち合わせてい

なかったのである」。それ まで麻布 を着用 していた 日本人は,木 綿が現れると,い とも簡単に

木綿 を利用するようになった。木綿が麻布に比べて肌 ざわ りが よい上に様々な染めが容易であ

ったために,「絹階級」の特典 と思っていた色模様が野山に働 く男女に可能 になった。

木綿を利用するようになると,そ れまでの麻布の衣服 とは別の着こなしが現れた。つまり,

「全体に伸び縮 みが自由になり,身 の こな しが以前 よりは明 らかに外 に現れた」のである。

「以前の麻のす ぐな突張った外線 はことごとく消えてな くなり,い わゆる撫で肩 と柳腰 とが,

今ではいたって普通のものになってしまったのである」9)。

日本人に限らず,ヒ トの皮膚感覚 というものは,そ の時代にどのような着衣が普及 している

かによって,簡 単に変化する。柳田の指摘する麻布から木綿への動きをみても明 らかである。

つまり,ヒ トの皮膚感覚に 「絶対」 はないということである。かつて日本人 は麻を心地よい着

衣 としていたにもかかわらず,木 綿が登場すると何の躊躇 もな く麻 を捨て去 って しまった。 ヒ

トの皮膚感覚が柔軟に変化 することを考えると,様 々な素材が俎上に載せ られる可能性 を持 っ

ているといえるだろう。
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(2)か つての日常

ヒトは現在自分の身につけている服装が通常であると考 える傾向がある。20年 前の服装 を見

ればそれらが奇異 に映ることも多い。 しか し20年前にはその服装が通常だったのであり,逆 に

未来の服装 と称 して実際 に20年後の衣裳を見 ることができたとしても,や はり奇異に感 じるに

違いない。

服飾史を概観すると,筆 者が調査した細工人形に類似した服装を見つけることは容易である。

まず,近 世以降に現れたコルセットである。素材は鯨 の髭や金属が用いられた ようだが,こ れ

らは細工人形式に呼べば金物細工 と呼ぶことができる。 コルセ ットに身を包んだ人たちは,常

に身体 を圧迫されているために,ち ょっとした動 きに気 を失い,人 形のようにじっとしていな

くてはならなか った。女性 にいたっては,原 因不明の病気,奇 形児の出産など様々な弊害が現

れている。それでも人々 は心地 よい皮膚感覚 を追求す るどころか,ひ たす ら細い胴になること

に焦がれ,毎 日コルセ ットをさらに締 め付 けることを喜び としていた。現在 においても,コ ル

セッ.トは補正下着 という名前で活躍 している。補正下着で肩から足の先 まで身を包んだモデル

はまるで金物一式の人形のようでさえある。

パニエやクリノリン,バ ッスルな どの枠な どは,ち ょうど細工人形 を作 る時の下枠一胴殻 と

呼ぶ一にそっくりである。吉浜細工人形 は胴殻を作 った上に幾重にも紙や新聞を貼 り,そ の上

に呉粉 といっしょに貝殻や木の実などを貼り付けてい く1°)。これはクリノリンの上 に何枚 もの

下着や シュミーズを重ねてようや く最後 に上着がつけられるというのと共通 している。ク リノ

リンの上に紙や新聞を貼れば吉浜細工人形のような ドレスができあがる可能性すらある。

胴の細 い,ス カー トの広がった,絹 製もしくは麻などの繊維製品で作 られた ドレスは,そ れ

を支 えるクリノリンまたはバ ッスルという名前で呼ばれた,金 属枠もしくは木枠によって しか

シルエッ トを保ちえないものである。言い換 えれば,金 物の一式飾 りに繊維製の ドレスをかぶ

せたものといえるのか もしれない。繊維でできた表面の ドレスを一枚 とれば,金 物の一式飾 り

と大きな違いは見 られないのである。

このクリノリンにしても,コ ルセッ トと同様,あ まりにも大 きな枠が流行 したために,動 く

のが大変だった という。部屋の中をまっす ぐに歩けない。特注の馬車でないと乗ることができ

ない。劇場では両隣りを空けてもらわない と座ることす らできなかった。衣服 は本来機能 的で

あるという論理が通用 しない例 を,流 行のなかに見出す ことはさほど難 しいことではない。

ロココ調の嗜好 は一式飾 りの造形である。巨大化 した頭は花細工であ り,フ ルーツの一式,

また鳥かごにホンモノの鳥 まで入れてかぶっているめは一式飾 りにも見 られない造形であった。

頭部だけは,服 飾史を通 して衣服 とは違った装飾が一貫 して用いられたようで,簪 に始まり,

羽 ・花 ・金具など細工人形 に現れるほ とん どの素材が表面 に現れている。
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これら全ての装いはその時代のおしゃれだ ったのであ り,お しゃれ を競 い合 った人々に とっ

ては決して異端者の服装ではない。 また,現 代の人々が当時のお しゃれを目にすれば異様 に感

じられるか もしれないが,同 時代の人々には見慣れた風俗であったはずである。

(3)現 代の奇抜さ

現代のファッションの世界 においても細工人形 を越 える素材の豊富 さを見ることができる。

先に陶器一式について普段は関心のない皿の裏側 を用いることを述べたが,フ ァッションにお

いてもそれ まで裏地 として用い られていたレーヨン等の生地が表地 として作 られた りする。ビ

ニールはかつて吸湿性が全 くない性質から,コ ー トとして上着の上に着て利用 されていた。現

在では未来指向の素材 として,下 着の上 に直に着 るものとして作 り出されている。 ビニールの

ミニ ドレスに始 まり,ジ ャケッ トとスカー トのアンサンブルなどが積極的に作 られた。ビニー

ル素材の服 はファッションショーだけのものではな く,街 でもビニールの服を着た人たちを簡

単に見つけることがで きる。「何 にも増 して新 しい表面効果があれば,服 の印象は全 く違 った

ものになるか らだ」11)。現在のファッシ ョンは常に新 しい印象 をもつ素材 を求めている。 ファ

ッションの世界では皮膚感覚 は二の次の間題であるようだ。

人々をあっといわせるような衣服を作 り出す。その試みはコスプレにも現れている。コスプ

レとはコスチューム ・プレイのことで,ア ニメなどの空想上のキャラクターの衣裳 を実際にヒ

トが着 るように製作 し,そ の妙を競 うというものである。マニア ックなアニメファンの間では,

怪獣やロボ ットまでも 「着用」しようと試みている。金属,箱 などを用いて,ア ニメそっ くり

の服を作 っている12)。

(4)細 工人形がヒトの衣裳 に与える可能性'

このように細工人形をヒトの衣裳 と比較 してみると,意 外 にも接点が多いことに気づかされ

る。 ヒトの身につける日常の衣裳に対 して細工人形がなんらかの ヒン トを提供できるとして,

現段階で可能性 をもつのは 〈ズーム ・アップの視点〉 と 〈素材の数〉 とい う視点であろう。つ

まり,「見る者の側か らみた」服飾 に主眼を置いた ものである。

「見る者」を楽 しませる目的で,繊 維素材以外の材料を多 く用いた り,ズ ーム ・アップを必

要 とす るヒトの衣裳 を製作す る。一 それには,ど のような方法が考えられるか。

たとえば繊維素材以外の材料 を用いた衣裳 は今 までにも存在するが,衣 裳 を製作する際の

「織る」・「編む」とい う作業だけでな く,繊 維素材以外の材料を 「貼 り」・「並べる」 という作

業のみで,あ るいはそれを 「織る」・「編む」 と組み合わせることによって衣裳 を製作する方法

は不可能だろうか。実際,日 常の着用 にはいたっていないが,バ ラの ドライフラワーでセータ

ーを作 った例などが知 られている。 ヒトの衣裳 は基本的に繊維製品であるというこれまでのあ

り方の意表 をつき,「近寄 ってみると,繊 維製品 とは異 なる」衣裳があれば,見 る者の目をこ
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れまで以上に楽しませることができる。吉浜細工人形の衣裳などは,軽 量であ り,こ れがヒト

の衣裳 となれば,こ れ までにない服飾意匠 とな りうる と思 う。

おわりに

細工人形 とヒトの衣裳 には数々の接点があることを見いだす ことができた。一見衣裳 として

利用するには不可能に見 えるものでも,服 飾史の過去から現在 までをほんの少 し省みればい く

らでも可能性のあることに気づかされる。 ヒトの皮膚感覚に 「絶対」はないのだか ら,様 々な

素材 にヒトは対応できるはずである。

かつて鳥かごを頭にのせた時代があった。決 して心地よくはない,鋼 鉄製のコルセットをつ

けた時代があった。過去の服飾において,現 代の感覚で不可能 と思われる素材 を用いた衣裳を

見いだす ことは容易である。筆者の とりあげた細工人形の中にも,過 去の服飾 に共通の素材や

まとい方を見ることができた。 また,一 過性のイベ ントとはいえ,鋼 鉄製のビキニが発表され,

コスプレなどが盛んな今 日をみると,細 工人形の衣裳 をヒトの衣裳に適応できる可能性 さえあ

ると考えられる。

服飾史を通 して細工人形を分析 してみた。ヒトは短い間でさえその時の流行 を共有すること

で 「通常」であると考 えて しまう傾向がある。またほんの少 し前の流行を 「奇異」に見てしま

う。

一方はヒトの身にっける衣裳
,も う一方 は等身大の人形 という全 くかけ離れた造形であ りな

がら,仮 設性 と奇抜 さでは類似する点が多い。服飾史 を概観すれば素材やその用い方にも共通

性が見 られた。服飾史研究において筆者の取 り上げた細工人形が十分参考になる視野をもた ら

すことを示せたのではないかと思う。筆者 は今後 もまた,服 飾史研究ではとりあげられること

のない,等 身大の造形 にっいて調査 してい くつ もりである。

注

1)「 見立て」については,拙 稿 「花を衣裳になぞらえるということ一 変化する菊人形の見立て」,

『日本研究 第11集』(国際日本文化研究センター紀要1994.9.30),pp.135-154.を 参照され

たい。

2)以 下にこれまでに見た一式飾 りの当地における起源伝承を記す。

直江の一式飾りは島根県平田市の一式飾りを模倣 したもの。

平田の一式飾りは,毎 年7月20日 から三日間天満宮の夏祭に各町内が競って一式飾りを奉納する

というものである。寛政5(1793)年 原因不明の悪病が大流行した際,平 田寺町の表具師が茶器

一式で大黒天像をっくり,悪 病退散を祈って平田天満宮の神幸式に奉納したのに始まる(平 田市
一式飾保存会パンフレット)。

鳥取県西伯郡法勝寺の一式飾 りは悪病よけの祈願のために歳徳神へのごちそうの意味で始められ
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た とか,そ の年 の豊作 を願 って始 め られた とか伝 え られ てい る。始 まった時 期 は,江 戸時代 末期,

また は明治初 年 とされ てい る。 この地 は出 雲街道 の重 要 な宿場 町 であ った ため,商 用 で滞在 した

浪速 商 人 な どに よって上 方の細 工 物が 紹介 され たか,あ る いは この地 の人 が伊勢 参 りにでか け,

京都,大 坂 見物 をして ヒ ン トを得 た のか,は っ き りした起 源 はわ か ってい な い(西 伯 町編 『法勝

寺 一式 飾 り』一 九八 五 西伯 町歴 史民俗 資料 館pp.6-10.)。

3)「 つ く りもん まつ り」 は富 山県西 砺波 郡福 岡町 で毎 年9月23,24日 に行 わ れ る。 これ は十七世 紀

以 降,五 穀 豊穣 を感 謝 す る地 蔵祭 に合 わせ て催 されて きた 「つ くり もの」 の行事 であ る。地 蔵祭

とは村 め青 年 団や子 供 た ちが 地蔵 を一 軒 の家 に移 し,餅 ・野 菜 ・果物 ・菓 子等 を供 え,夜 に は ご

詠 歌 を唱 え るな どして供 養 した り,盆 踊 りを して楽 しんだ りす る もので あ る。 この,秋 の収 穫物

を供 え る ことか ら発 展 して,季 節 の野 菜や 果物,自 然 の草花 を利 用 した 「つ く りもん」 をつ くっ

て奉納 す る慣 習が生 まれた。
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わ れて い る。 そ こでせ ともの人 形 が奉納 され る。
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7月23,24日 の両 日 に行 なわ れ た とある。 も とも と横 堀 せ ともの 町筋 に は火防 の神 として崇 敬厚

い愛宕 山将 軍地 蔵が まっ られ て いた。 火災 の危 険の 高 い藁 を荷 造材 料 に使 う陶器 商人 は特 に これ

を守護 神 と仰 ぎ地蔵 会 に は陶 器 づ くり人形 をつ くって奉納 し,地 蔵会 と ともに盛 んに した。 せ と

もの町 の 陶器 問屋 は店 の内外 を浄 め てお祭 気分 に浸 り,ま たそれ ぞれ に工 夫 を こ らした陶器 づ く

りの人 形 な どを適所 に奉 納 して いた。 これが,い つ しか浪速 の名 物 とな り,見 物 がて らの参 詣人

に西横 堀筋 の 陶器 問屋が 端物 や見 本 品な どを店 頭 にな らべ て売 出 した(竹 田政 廣 『な にわ の陶業

史 』大 阪府 陶磁 器商 業協 同組 合1982pp.192-218.)。

5)菊 人形 は天保15(1844)年,東 京の巣 鴨 の霊感 院 に 日蓮 の龍 の 口の御 難 の様子 や 蒙古襲 来 の様 子

を菊花 で表 わ した のが起 源 といわれ てい る。以 後 中心 は団子 坂 に移 り,明 治 に入 る と木戸銭 を と

る興行 とな った。名 古屋 や 岐阜,大 阪で も盛 ん に作 られ,現 在 で も唯 一興 行 として成 立 して い る

細 工人 形 で あ る。

なお,菊 人 形 につ い て は,拙 稿 「菊 人形 の分布 と系譜 」,『かた ち ・あ そび』(日 本人 形玩 具学 会

誌Vol.5.61995.6.30.)pp。25-40.を 参 照 され たい。
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愛知 県高 浜市吉 浜 に あ る光 明寺 で は,開 帳 の とき細 工 人形 を奉 納す る。 これ は,光 明 寺 の伝 説 か

ら由来 す る と考 え られ て いる。

保延6(1140)年 熱 田神 宮 の大 宮司 の妻 が眼病 にかか り,大 日如来 に祈 願 した ところ平癒 した。

宮司 は これ を機 に御 堂 を建 て,光 明 寺 と名 付 けた。後,明 暦2(1656)年 や は り眼病 にかか った

徳川 家綱 の家 臣大 平左衛 門 も古 老 の話 しを聞 き,そ の大 日如来 に平 癒祈 願 を した と ころ,重 病 が

癒 され た。以 来里 の人 た ちは記 念大 行事 と して農 民独 自の素朴 な細 工人 形 を飾 り,仏 の供 養 を行

った。

も とも とこの細工 人形 は綿 の実 を使 った小 さい棉 人形 で あ った。現 在 の細工 人形 の直 接 の起源 は

安政4(1857)年3月,造 花式 細工 人形 を個 人 でっ く り,開 帳 で人 々 を驚 かせ た こ とに よる。 こ

れが 吉浜 細工 人形 の直 接 の起 源 で あ る。 明治 に入 る と,製 作技 術 もいちだ ん と進 歩 して,材 料 に

松 か さ,苔,五 穀 な ど自然 の産 物 を使 う方法 も工 夫 され た。昭 和 に入 る と,貝 細 工人 形 も加 わ っ
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た。 細工 人形 は現 在 も五 月の初 めに奉納 されて い る(高 浜市 誌資 料再 編委 員会編 『高浜 市誌 資料

(四)』1982高 浜市pp.1-12.)。

7)こ こで は,そ の素 材 を ど う使 ったか とい う 「技 法」 につ いて は言及 しな い。

8)心 理 学 や人 間工学,認 知科 学 の分 野で はす で に,眼 球 運動 と形 態知覚 につ いての研 究 がな され て

いる。被 服学 の 分野 で もア イマ ーク ・レコー ダの使 用 によ る被服 イメー ジの視 覚判 定 の研 究が行

わ れ て い る(「 被 服 イ メー ジの視覚 判 定 の際 の眼球 運動 」 『繊維 機械 学会誌 』Vol.48.Na10,1995

等)。

9)柳 田國 男 『木綿以 前 の事 』1955角 川文庫p.11.

10)細 工 人 形 の製作 方法 につい て は拙 稿 「細工 人形 製 作過 程 の比較 研 究 一 菊人 形 ・吉浜 細工 人形 ・

せ と もの 人 形 一 」,『武 庫 川 女 子 大 学 生 活 美 学 研 究 所 紀 要 』(学 校 法 人 武庫 川 学院)第3号

(1993.3.31.),pp.97-111.を 参 照 された い。

11)『MODEetMODE』Na2911995.6.1.

12)コ ス プ レな ど特 殊 な もの を 日常 の衣服 と同列 に論 じ るこ とに対 して は批 判 があ る だ ろ う。 しか し

それ らイ ベ ン ト性 の高 い もの を無視 は で きない。 な ぜ な ら,服 飾 史 を概 観 すれ ば,流 行 の火 つ け

役 とな った のは,歌 舞 伎役 者や 遊女,そ れ に映画 俳優 とい った,一 過 性の イベ ン トに登場 す るマ

イノ リテ ィーの人 た ちが関 与 して い る こ とが多 いか らであ る。

図 ①:竹 製 品一 式(法 勝寺 の一 式飾 り1994.4.15.)

図3:漆 器一 式(法 勝寺 の一 式飾 り1994.4.15.)

図②:陶 器 一式(直 江 の一 式飾 り【994,7.18.)

図④:ず いき まつ り(1994.io.L)
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図 ⑤:つ く り も ん まつ り(1994.9.23.)

図3:吉 浜細工 人形(1995.5.8.)

図fi:せ ともの人形(大 阪[995.7.23.)

図,9;:「 毛利 の月測 展 のマネキン(7マ ネキン」株 式会社1NAXisso)

図⑦;菊 人 形(ひ らか たパ ー ク1993.ILIL) 図 ⑩:鋼 鉄型 の鎧 ル ック1967年 春夏

(南 静 『パ リ ・モ ー ドの200年III文 化 出版 局199G)
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